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10月2日（金）には現地のKOLを招いたお披露目イベントを開催。鎌倉彫専門店の山水
堂が現地で鎌倉彫の魅力を伝えました。イベントには石川浩司駐シンガポール日本国特命
全権大使も出席され、日本・シンガポール外交関係樹立60周年をアピールしました。

【イベント概要】
開催日：2026年10月2日（金）14:00～15:00 
内容：販売商品の試食会、鎌倉彫体験ワークショップなど

【日本・シンガポール外交関係樹立60周年】
日本の地域文化を世界へ、鎌倉の食・工芸など11ブランドをシンガポールで発信

LUMINE ART FAIRにシンガポールアーティストが初登場！アートを通じた文化交流も

ルミネ、SJ60を契機に日本・シンガポールの文化交流を深化

首都圏に16館を運営する株式会社ルミネは、館ごとの特色を大切にし、地元の事業
者との関係を築いてきました。
今回は、ルミネの中でも特に地域密着型の館である、神奈川県鎌倉市の「大船ルミ
ネウィング」がキュレーターとなり、ルミネ独自の目線でセレクトした鎌倉のおいしいもの・
ことを集めたPOP-UPを、ルミネのグローバル旗艦店であるルミネシンガポールで実施し
ました。
今年20周年の節目を迎えた大船ルミネウィング内の「スイーツ小町」に出店するショッ
プのお菓子、催事出店実績のある地元ブランドのアパレルやアクセサリー、地元の工芸
品である鎌倉彫など、大船ルミネウィングと繋がりの深い計11ブランドを展開。14日間
で延べ約47,000名が来場し、特に鎌倉の銘菓や鎌倉ブランドのTシャツ、鎌倉彫の
箸などが人気を集めました。

【POP-UP概要】
期間：2026年10月1日（木）～10月14日（水）14日間
場所：ルミネシンガポール店内 Lifestyleエリア
販売内容：鎌倉、神奈川のスイーツ、工芸品、アパレル、雑貨、ビールなど

株式会社ルミネ（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：表輝幸）は、日本のローカルの魅力
を世界に発信するとともに、ファッションやライフスタイル、アートを通じた文化交流に取り組んでいます。
日本とシンガポールは、2026年に外交関係樹立60周年という記念の年を迎えました。両国では、政
府・経済団体・民間企業が一体となった周年記念事業「SJ60（Singapore-Japan 60）」が展開さ
れており、経済・文化・人材交流など様々な分野で記念イベントが実施されています。
ルミネでは、SJ60を記念して、ルミネシンガポールでの鎌倉POP-UP実施や、ルミネアートフェアでのシンガ
ポールアーティストとの協業など、日本とシンガポールそして日本と世界の懸け橋となるべく、日本ならでは
のファッションカルチャーや日本の良いものの発信、相互の文化交流の取り組みをより一層深化させていま
す。

■鎌倉POP-UP「Waves of Kamakura ～crafts＆sweets～」をルミネシンガポールにて開催！

【人気商品紹介（抜粋）】

月鏡
（鎌倉ニュージャーマン）

小町豆 スイーツ小町20
周年特別デザイン
（鎌倉まめや）

コットンTシャツ
（SUNDAY BEACH 

CRUISER）

＜石川大使スピーチ＞
「この2年で、ルミネは日本各地の魅力をシンガポールの皆様に⾒事に紹介してこられま
した。本イベントも、シンガポールと日本の一人ひとりの交流を深めるだけでなく、両国の
絆を一層強めることにも寄与するものと確信しております」

【出展事業者】株式会社ありあけ、株式会社エトワールイ
ンターナショナル、株式会社鎌倉ニュージャーマン、鎌倉
ビール醸造株式会社、株式会社鎌倉まめや、熊澤酒造
株式会社、有限会社ケイワン、株式会社SUNDAY、伝
統鎌倉彫事業協同組合、有限会社マーロウ、株式会社
リノクラフツ

彩色けずり箸
（伝統鎌倉彫事業協同組

合）
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■アートでも日本とシンガポールをつなぐ、双方向の文化交流を展開

「LUMINE ART FAIR」にシンガポールアーティストが初登場！

10月30日（金）～11月1日（日）の3日間新宿で開催するルミネアートフェアには、日本・シンガポール外交関係樹
立60周年を記念してシンガポール出身の若手アーティストRyhan M.Y.が初登場します。今回展示するのは、食べ物を
通して人間関係や文化の交わりを探るシリーズ作品「The Excursion of a Memory」。レシピではなく食材に焦点を当
て、食べ物にまつわる記憶や喪失の歴史を掘り下げています。

＜来場者の声＞
「通常の観光では⾒ることのできない鎌倉の一面を知ることができた」
「鎌倉彫は初めて知ったが、職人が手仕事でつくる作品の美しさに感動しまし
た！」

日本でのアートフェアに先立ち、ルミネシンガポール店内でも2026年10月1日（木）～11月1日（日）、Ryhan M.Y.
の作品を展示しています。

Ryhan M.Y.

1992年シンガポール生まれ。現代写真作家であり京都大学大学院農学研究科の博士研究員。
オランダのKITLVにアフィリエイト・フェローとしても籍を置く。シンガポールのObjectifsでの個展、日
本のKYOTOGRAPHIEのサテライトイベントKG+への参加のほか、オランダおよび日本で学際的な
グループ展を企画・開催。

【開催概要】
〔日時〕 2026年10月30日（金）・31日（土）11:00～19:00／11月1日（日）
11:00～17:00
〔場所〕 ルミネゼロ（ニュウマン新宿 5F）
〔入場〕 入場無料
〔内容〕LUMINE ART FAIR –My １_st Collection Vol.5－「もっと気軽に生活に
アートを取り入れたい、アートと暮らしたい」を叶えるアートフェア

＜鎌倉彫山水堂 店主 小泉さんのコメント＞
「シンガポールでこのように鎌倉彫を紹介するのは初めての試み。今回は彫刻
刀を使う体験をしていただきましたが、皆さま真剣に、そして楽しそうに参加して
くださり、嬉しい時間になりました。地域に根差す伝統的工芸品に興味を持っ
ていただき、鎌倉に遊びに来るきっかけとなれば嬉しいです」



ルミネシンガポール概要

店舗名 ： LUMINE SINGAPORE（ルミネシンガポール）
出店施設 ： Raffles City Singapore（ラッフルズシティ・シンガポール）1F 
所在地 ： 252 North Bridge Road, Singapore 179103 
開業日 ： 2024年8月26日（月）
公式サイト ： https://www.lumine.sg/
Facebook ： https://www.facebook.com/lumine.sg/ 
Instagram： https://www.instagram.com/lumine.sg/ 
※株式会社ルミネ 100％出資会社「LUMINE SINGAPORE PTE. LTD.」がショップを運営

LUMINE meets ART PROJECT（LMAP）とは
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ルミネが掲げるビジョン「グローバル＆サステナブル」とは

ルミネは、2024年4月より、これからの10年に向けたビジョン「グローバル＆サステナブル」を掲げており、日本ならではのファッ
ション文化や日本の良いものを独自の目線でキュレーションし、グローバル旗艦店であるルミネシンガポールから世界に発信し
ています。今後も、日本、シンガポールのみならず、世界中のお客さまに向けて新たなライフバリューを提供し、また、ファッション、
アート、カルチャー、食、ライフスタイルを融合した新たな価値をクリエイトしていきます。

＜一般のお客さまからのお問い合わせ先＞
ルミネ・ニュウマン代表電話 03-5334-0550

アートのある毎日を。
ルミネにとってのアートとは、日常の中の非日常。あたらしい価値観と自由な発想で、
自分を少しだけアップデートする。
それがお客さまの未来の地図をより鮮やかなものにしてくれます。
そんなアートのある毎日を、ルミネはアーティストのみなさんとつくっていきたいと思います。
https://www.lumine.ne.jp/lmap/

ルミネシンガポールにて、日本人アーティストの二人展「Side by Side — We All Belong」開催！

さらに2027年1月には、今回ルミネアートフェアに参加する LMAP アーティストの EMU と前田麦が、ルミネシンガポールにて
特別展示を実施します。EMUは今年1月にもルミネシンガポールで特別展示を開催しており、シンガポールだけでなく周辺
国のお客さまからも熱烈な支持を得ました。
ルミネは、ルミネアートフェアで育まれたアートコミュニティを海外へ広げ、LMAP アーティストたちの活躍の場を世界へとつなげ
ていきます。

【イベント概要】
会場：LUMINE SINGAPORE
会期：2027年1月22日（金）～2月5日（金）
内容：アート作品および関連商品の展示販売、アーティストによるワークショップ

EMU @emu_bb
グラフィックデザイナーとしてのキャリアを経て、2016年よりアーティストとして活動。東京を拠点に、実家である
岡山の造船所から出た廃木材を用い、シェイプドキャンバスによる絵画作品と木彫作品を制作している。グラ
フィックデザインで培った視点を生かし、大胆でグラフィカルな構成と素材が本来持つ個性を融合させながら、
多様な視点や関係性を表現。捨てられるはずだった廃材を新たな作品へと昇華することで、既成の価値観
や用途を問い直し、⾒過ごされてきた素材の新たな可能性を提示している。

前田麦 @bakumae
札幌を拠点に活動するアーティスト。イラストレーションを軸に、立体、インスタレーション、キャラクターデザイン
など、ジャンルやメディアを横断した作品を制作している。近年では代表的なプロジェクト《Eye of Fire》を中
心に国内外で活動を広げている。《Eye of Fire》は、コロナ禍にInstagramで毎日1枚のイラストを発表す
るプロジェクトの中から生まれたキャラクターシリーズ。日本のスポ根漫画に⾒られる「燃える目」の表現や、幼
少期に親しんだマンガ、アニメ、神話に登場する怪物や空想上の生き物から着想を得ている。

https://www.lumine.sg/
https://www.facebook.com/lumine.sg/
https://www.instagram.com/lumine.sg/
https://www.lumine.ne.jp/lmap/
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